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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月25日(2017.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アノード活性材料およびカソード活性材料の少なくとも１つである、電極活性材料と、
　変性グアランを含むバインダー組成物と、
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　水と、
を含む、リチウムイオン電池の製造に用いられるスラリー。
【請求項２】
　前記カソード活性材料がリチウム鉄リン酸塩（ＬｉＦｅＰＯ４）、リチウムコバルト酸
化物（ＬｉＣｏＯ２）、リチウムニッケル酸化物（ＬｉＮｉＯ２）、リチウムニッケルコ
バルトアルミニウム酸化物（ＬｉＮｉＣｏＡｌＯ２）、リチウムニッケルマンガンコバル
ト酸化物（ＬｉＮｉＭｎＣｏＯ２）、リチウムマンガン酸化物（ＬｉＭｎ２Ｏ４）、およ
びこれらの組み合わせからなる群から選択されるリチウム含有遷移金属酸化物を含む、請
求項１に記載のスラリー。
【請求項３】
　前記アノード活性材料が人造黒鉛、天然黒鉛、表面改質黒鉛、コークス、硬質炭素、軟
質炭素、炭素繊維、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記
載のスラリー。
【請求項４】
　前記アノード活性材料がケイ素および酸化ケイ素の少なくとも１つをさらに含む、請求
項３に記載のスラリー。
【請求項５】
　前記アノード活性材料がケイ素－グラフェンを含む、請求項１に記載のスラリー。
【請求項６】
　前記変性グアランがカルボキシアルキルグアラン、カルボキシアルキルヒドロキシアル
キルグアラン、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～５のい
ずれか１項に記載のスラリー。
【請求項７】
　前記変性グアランがリチウム化される、請求項６に記載のスラリー。
【請求項８】
　前記バインダー組成物がカルボキシアルキルセルロース、カルボキシアルキルヒドロキ
シアルキルセルロース、およびこれらの組み合わせの少なくとも１つをさらに含む、請求
項１～７のいずれか１項に記載のスラリー。
【請求項９】
　前記バインダー組成物がポリアクリル酸、ポリアクリル酸コポリマー、メチルビニルエ
ーテル－無水マレイン酸コポリマー、変性メチルビニルエーテル－無水マレイン酸コポリ
マー、スチレン－無水マレイン酸コポリマー、キサンタンガム、アルギネート、アラビア
ガム、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される第２ポリマーをさらに含む、
請求項１～８のいずれか１項に記載のスラリー。
【請求項１０】
　前記バインダー組成物がポリカルボン酸をさらに含み、前記ポリカルボン酸がギ酸、酢
酸、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸、トリフルオロ酢酸、シュウ酸、安息香
酸、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～８のいずれか一項
に記載のスラリー。
【請求項１１】
　前記ポリカルボン酸が塩基性溶液であり、またはリチウム化されてポリカルボン酸のリ
チウム塩を形成する、請求項１０に記載のスラリー。
【請求項１２】
　前記バインダー組成物が（ａ）エステル化触媒および（ｂ）少なくとも２つのエポキシ
ド基を含むエポキシ樹脂の少なくとも１つをさらに含む、請求項９または１０に記載のス
ラリー。
【請求項１３】
　前記バインダー組成物が第３級アミン、第４級アミン、イミダゾール、ホスホニウム化
合物、キレート、およびこれらの組み合わせからなる群から選択されるエポキシ架橋触媒
をさらに含む、請求項１２に記載のスラリー。
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【請求項１４】
　アノード活性材料およびカソード活性材料の少なくとも１つを含む電極活性材料と、
　変性グアランを含むバインダー組成物と、
を含む、リチウムイオン電池の製造に用いられる膜。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の膜と、
　集電体と、
を含む、リチウムイオン電池に用いることができる電極。
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